
映画による態度変容についての研究 (3)

- 映画 ｢男の子 ･女の子｣の場合-

石 川 桂 司

映画による態度変容に関する一連の研究で,最終的に明らかにしようとしている点は,映画

によって受け手 (観客)の態度がどのように変るかという点である｡1930年代に Thurstone,

LL ら 〔7〕が映画によって態度の変容が起こることを明らかにして以来,いくつかの研究

が重ねられてきた 〔4･5･8･121)〕｡ けれども,その変容の実態はまだ充分に明らかにさ
れているとは言えない｡

そこで,この研究では,変容に見られる受け手の心理的メカニズムを明らかにすることをね

らいとし,とくに,既有の態度を ｢強化｣するという変容のみではなく,既有の態度と別方向

の態度が形成される,いわゆる ｢転換｣の過程を明らかにしたいと考えている 〔9〕｡

この変容の心理的メカニズムを明らかにしていく過程で,映画の構成と関連づけ,さらにそ

の提示方法と関連づけて考察することによって,映画製作上の問題とその利用方法 ･指導方法

への知見を得たいというのがこの研究の最終的なねらいである｡

1 これまでの研究

上述したような前提に立って,現段階での当面の研究課題は,映画の構成内容と感度の構成

要素を関連づけながら,変容の実態を明らかにすることである｡

すなわち,これまでに実施した研究 〔9･10〕では,Merrillの研究 〔5〕を参考にしなが

ら次の2つの仮説を設定し,盛岡市内のK服装学院生徒を対象に,｢教職に対する態度｣につ

いて調査研究を行なった｡

仮説 Ⅰ:劇的な構成で,情緒的な面に訴えるようにつくられた映画 ｢先生行かないで｣(便

宜上､Affetivefilm と呼ぶ)よりも､ ドキュメンタリーな構成で､認知的な面に訴える

ようにつくられた映画 ｢教室の子どもたち｣｢谷間の学校｣(便宜上,Cognitivefilm と

呼ぶ)の方が,｢教職に対する態度｣をより強く変化させるのではないか｡

仮説Ⅰ:映画の各場面 (シークエンス)の中でも,認知的なものに訴えるシークエソスの方
が,情緒的なものに訴えるシークエンスよりも,態度変容に強く影響するのではないか｡

その結果､1週間前調査と映画を見た直後の調査結果から,態度尺度値を比較したところ,

Cognitivefilm groupの態度変化に有意差が認められたことから,仮説 Ⅰについては検証で

きた｡けれども,2ケ月後調査では変容した態度がもとにもどる償向を示した｡

また,仮説Ⅰについては,集団反応分析装置(NECTMン505)を使用して,受け手の各シー
クエンスに対する反応を調査したが,Cognitivefilmgroupよりも逆にAffectivefilmgroup

の方に+反応が多く見られたのである.すなわち,教職に対する態度が好意的に変化すること

1) 大内は,｢興味･態度･意見に及ぼす映画の効果｣の項で,これまでの研究を概観している.
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と,各シークエンスに好意的な感じをもつ度合との間には,直接的な関係が見られなかったの

である｡

2 問 題

今までの研究で取 りあげた素材は ｢教職に対する態度｣であり,使用した映画は,教師の教

育愛を劇化して措いた Affectivefilm としての ｢先生行かないで｣と, ドキュメンタリーに

措いた Cognitivefilm としての ｢教室の子どもたち｣｢谷間の学校｣である｡

ところで,これらの素材は,調査対象となった服装学院の多く学生にとって,彼らの日常の

生活に内在するものではない｡それは決して身近な素材ではなく,いわば第三者的素材である｡

つまり,親兄弟など家族にでも教職に従事している人がいるのであれば別であるけれども,多

くの服装学院生にとっては,いわゆる ego-involvment(自我関与)の少ない素材である｡ と

ころが,原岡の研究 〔17〕によれば,大学生を対象に喫煙 ･アルバイト･運動部について録音

テープによる説得的コミュニケーションを行なったところ, これらの話題に ego-involvment

の少ない場合に,自己の意見を唱導方向に変化させる債向のあることが明らかにされているO

また,delayedactioneffect(遅行効果)を研究した Papageorgisも1963年の論文 〔6〕にお

いて,話題選定に当って受け手の自我関与を問題にしており,態度変容と自我関与の問題が密

接に関係していると考えられている｡

次に,Hovland らの研究によれば,意見変化とコミュニケーターの信濃性との間に関係が

あり,信濃性の高いコミュニケーターから受けたコミュニケーションは,受け手の意見を変容

させるのにより効果のあることが強調されている 〔3〕｡ また, このことは原岡による一連の

研究 〔17〕でも認められている｡

ところが前述の ｢教職に対する態度｣についてみると,映画を提示し態度測定を実施した筆

者は,同学院の学生に教育学の講義を行なっている教官であることから､受け手にとって,教

職に関して高い信濃性を有しているコミュニケーターであると言えるO

かくして,服装学院学生 (成人)を対象に行なった ｢教職に対する態度｣の変容に関する研

究では,素材に対する受け手の ego-involvmentが少ないこと,さらにコミュニケーターが高

い信濃性を有していたことから,映画による態度変容がはっきり認められたものと思われる｡

また,映画による態度変容を考察する場合,受け手の映画の内容に対する identification(同

一視■)の問題を無視することができない2)0

この identificationの概念は,最初,精神分析学の立場から提起されたと言われているが,

この研究に関しては,むしろ Banduraの社会的学習説による identificationの考え方が参考

になる｡

すなわち,Banduraの研究 〔1〕では､ 攻撃行動を行なう成人モデルを措いた3種煩の映

画を子どもたちに見せた後,彼らを映画と同じ場面において観察した｡その結果,攻撃行動に

対して罰を与えられたモデルの映画よりも,行動に対して是認と食物の報酬を与えられたモデ

ルの映画を見たグループと,行動のみで罰も報酬も与えられないモデルの映画を見たグループ

の方に､模倣行動が多くあらわれたこと■を認めた｡このことからBanduraは､第2･第3の

2) ｢同一視｣については,拙稿 ｢-き地の視聴覚教育｣〔8〕の中で,仮説的な視点として,問題を提起してい
るO
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グループの子どもたちが,モデルと自分を同一視 identify L,第1のグループの子どもたち

紘,罰を加えられたモデルから離間 alienate3)したと考えた｡

このように,コミュニケーション (映画を含めて)による態度や行動の変容を研究する場合

に,自我関与 (ego-involvment)･コミュニケーターの信濃性 (この研究の場合 prestige4)と

考えてもよい)･同一視 (identification)の問題を考察の視点として設定することが必要であ

る｡

そこで,｢教職に対する態度｣ について考察した第1期の研究の上に立って, この第2期の

研究では児童を対象に,受け手 (児童)の生活に直接関係する- つまりego-involvmentの

高い- 素材 ｢異性に対する態度｣を取りあげ,映画.｢男の子 ･女の子｣によってどのような

変容が見られるかを考察してみる｡

3 本研究のねらい

今まで述べてきた問題点をふまえながら,この研究では次の諸点を明らかにすることをねら

いとした｡

1)映画 ｢男の子 ･女の子｣によって,小学校高学年児童の ｢異性に対する態度｣が変容する

か否かを明らかにする｡

a)小学校高学年児童の ｢異性に対する態度｣について :性的発達段階から見ると,小学校1

年生から4年生 (6-10才)紘,精神分析学的に言ういわゆる潜在期にあたり,比較的,性

に関するトラブルの無いままに集団生活が過ごされる時期である｡けれども,この時期の終

りごろからいわゆる ｢性的対立の時代｣をむかえると言われる 〔18〕｡ そして続く小学校高
学年から中学生にかけて第二次性徴があ らわ れ,それとともに異性への関心が深まってく

る.この関心興味の深まりとともに,異性に対する親愛の情をもつようになるが,これを直

接的に表現し伝えることは,仲間の批難やからかいを受けることになる｡しかし,異性に対

する関心 ･興味が強いことから,何らかの形で異性に接近をはかりたいため,男子が女子を

いじめたりからかったりし,女子はこれに反発して悪口を言うなど ｢けんか｣という接近の

形態があらわれる｡これがいわゆる ｢性的対立の時代｣の実態である5)0

従って,小学校高学年児童にとって ｢異性に対する態度｣という問題は,彼らの生活経験

に内在する問題であり,日常的に直接経験している題材である｡この意味からこの研究で取

りあげた態度は,映画の受け手 (小学校高学年児童)にとって ego-involvmentの高い素材

だと言える｡このことは,本研究で用いた態度測定尺度 (後述)を作成する際に行なった予

備調査6)にもよくあらわれていた｡

この点,これまで取り扱った素材 ｢教職に対する態度｣が,受け手にとって ego-involv-

mentの低いものであっただけに,今度の研究ではその変容の実態を対比して考察できよう｡

b)映画 ｢男の子 ･女の子｣について :小学校高学年児童を対象とした道徳 ･生活指導用映画

である｡ ドラマ構成の映画であるが,高学年になって異性意識が芽生え,関心が強まってく

3) 筆者は,拙稿 ｢-き地の視聴覚教育｣〔8〕の中で,これに近い現象を ｢客観視｣と表現した.この表現が適
切であるかどうかの吟味は,今後の研究によって確めていきたい｡

4) Hovlandは,信焼できるコミュニケーターの及ぼす影響を威光効果として説明している.

5)この項に関しては,文献 〔14.16.18〕を参考にした｡
6) 尺度項目選定のために作文 ｢男の子｣(女子に対して),｢女の子｣(男子に対して)による調査を行なったo
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る時期の男の子と女の子の行動を通して,男女の協力を説く｡

掃除当番に当ったグループが起した男の子と女の子の対立を,学級児童会で取 りあげ,罪

の子どもらの横暴さを問題にしながらも,女の■子らのひやかしをも問題として示し,男の子

と女の子の考え方,感じ方のちがいを両面から措いている｡男女協力の必要性を結論としな

がらも,それぞれの問題行動,異性敵対視の感じ方を並列的に措いていることから,いわゆ

る二面的コミュニケ-ショソと見倣される 〔17〕｡

C)メッセージの性格について :上述のようにこの映画は,映画全体を通した方向性としては

男女協力の必要性を説きながらも,表現されている内容は,男女いずれか一方の立場に立っ

たものばか りでもないし,協力の必要性を徳目的に一面的に描いているものでもない｡たと

えば,学級児童会で男女協力の大切なことを主張している,いわば,模範的な男の子が ｢で

も,僕の気拝も時々,女の子をいじめた りいたずらしたくなり困ることがあります｡なぜだ

かわからないけれども--｣と述べるなど,子どもたちが無意識的にもっている対立の心理

にもふれているOつまり,問題提示型の映画であり,Papageorgisのいう制限的メッセージ

qualifiedmessageを含んだもので,いわゆる二面的コミュニケーション 〔17〕であるo

Papageorgisの研究 〔6〕によれば,イリノイ大学院生を対象に ｢都市生活への期待｣と

｢新しい油田発見の可能性｣に関するそれぞれ2種類のメッセージを与え,事後の意見変化

を,直後 ･2日後 ･14日後 ･41日後と4グループにわけて調べた｡その結果,唱導方向 (蘇

論)と同じ内容のみをもり込んだ非制限的メッセージu叫ualifiedmessageの場合とちがっ

て,結論は同じだが唱導方向とは反対の限定的意見を若干含んだ制限的メッセージ qualifjed

messageの方は,直後よりも2日後 ･14日後に効果が高まったことを明らかにしている｡こ

れは,制限的メッセージを与えられたグループの場合,制限部分の想起が,時間の経過と共

に次第に減少し,それとともに唱導方向-の意見変化があらわれ,2日後 ･14日後に変容効

果が増加したものと考えられる｡Papageorgisらはこれを delayed-actioneffect(遅行効果)

と呼んでいる｡また原岡は,これを一面的コミュニケーションと二面的コミュニケーション

として対比し,中学生を対象に実験して遅行効果があらわれることを確認している 〔17〕｡

この研究では,以上のような映画の内容やそのメッセージの特性を関連づけながら,態度変

容の実態を分析してみたい｡

2)映画によって ｢異性に対する態度｣が変容するとすれば, その変容が持続するか否かを明

らかにする｡

今迄の研究では,映画によって変容した ｢教職に対する態度｣も,2ケ月後にはもとにも

どってしまう傾向を示した｡また,前述の Papageorgisの研究においても､2日後 ･14日

後に delayedactioneffectがあらわれたが,41日後には最初の意見にもどっていた｡

今回の児童を対象にした研究の場合にも,2ケ月後までその変容が持続するかどうかを問

題にしたい｡

4 仮 説

これまでの成人を対象に実施した研究結果 〔9･10〕を参考にして,次のような仮説を設定

した｡
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仮説 Ⅰ:映画 ｢男の子 ･女の子｣によって,小学校高学年児童の ｢異性に対する態度｣が変容

するだろう｡

仮説Ⅰ:その変容は映画を見た直後にあわわれ,2ケ月後には消滅するだろうO

5 調査対象

盛岡市内のK小学校6年生児童

(実験群)A組. 男 24名 女 18名

(対照群)B組 男 22名 女 16名

6 態度測定尺度

｢異性に対する態度測定尺度｣ を, サース トンの等現間隔法により次の手続きで 作成した

〔2･15〕｡
1)意見項目の作成 :

① 作文法による意見の蒐集 (男170名,女145名,計315名)

② 意見項 目の作成 :男子用33項 目,女子用30項目

2)意見項目の判定 :6年生男女各30名による9カテゴリー-の分類

3)質問表に対する反応の分析 :信頼性係数,類似性指数算出のための類似反応法による調査

(6年生男125名,女100名)

4)尺度の調整 :男子用28項目,女子用29項目から各15項目決定

以上の手続きを経て,次の頃日と尺度値を決定した｡

<男子用>

1 女の子は,

2 女の子は,

3 女の子は,

4 女の子は,

5 女の子は,

6 女の子は,

やさしくておもいやりがある｡

宿題もきちんとしてくるし忘れものも少ない｡

おそうじをまじめにする｡

ものおぼえがよくべんきょうもよくできる?

しっかりしていてたよりになる｡

おしゃれ好きで自分のスタイルを気にしている｡

7 女の子も男の子もそんなにちがいはないと思う｡

8 女の子は,

9 女の子は,

10 女の子は,

11 女の子は,

12 女の子は,

13 女の子は,

14 女の子は,

15 女の子は,

おせっかいで人に注意したがる｡

あまえんぼうで人をたよりにしたがる｡

おしゃべりでうるさい｡

ないしょ話やかげロが好きだ｡

りくつっぼくて口げんかがつよい｡

おこりっぼくてすぐヒステリーをおこす｡

すぐつげロをする｡

きょうぼうですぐぼう力をふるう｡

<女子用>

1 男の子は,気拝が大きくてさっぱりしている｡

4.0312

3.5000

3.4111

3.1428

2.8571

2.1923

2.0416

1.5000

1.2000

1.0000

0.8750

0.8000

0.6500

0.4687

0.3261

4.1591
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2 男の子は,スポーツがじょうずだ｡

3 男の子は,かっばつで元気がよい｡

4 男の子は,じゅぎょうのときなど,かっぱっに発言する｡

5 男の子は,おちつきがあって,こせこせしない｡

6 男の子は,ないしょ話やかげ口を言わないからりっばだ｡

7 男の子も女の子もそんなにちがいはないと思う｡

8 男の子は,いつもふざけてばかりいてふまじめだ｡

9 男の子は,いつもいぼってばかりいる｡

10 男の子は,忘れものをしたりちこくをしてだらしがない｡

11 男の子は,女の子のあそびのじゃまばかりしている.

12 男の子は,すぐかっとなってらんぼうをする｡

13 男の子は,らんはうでいじわるをする｡

14 男の子は,エッチでいやら･しいことをする｡

15 男の子は,いつもはなを流したり手足をよごしたりしてふけつだと思う｡

7 使用した映画

｢男の子 ･女の子｣:教育映画配給社製作 2巻 18分 白黒

8 調査手続

o事前調査 :昭和49年12月4日

o映画 と直後調査 :昭和49年12月23日

実験群には映画と直後調査,対照群には調査のみ実施

｡2ケ月後調査 :昭和50年2月24日
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9 調査結果

1)実験前には,男女 ともに実験群 (映画群)より対照群 (非映画群)の平均尺度値が高かっ

た7)が,直後調査の結果で男子が,2ケ月後調査の結果で女子が,いずれも有意差無 しとい
I

第1表 映画群-非映画群の尺度値比較

男

調 査 時 期 事 前 直 後 2ケ月後

女

事 前 直 後 2ケ月後

映 画 群 1.3303 1.4942 1.5092 2.0289 2.0695 2.8984

非 映 画 群 1.7833 1.5418 1.7503 2.5357 2.6942 2.6741

尺 度 値 差 -0.4530 -0.0476 -0.2411 -0.5068 -0.6247 0.2243

t 2.0837 0.2102 1.0424 1.6589 1.9577 0.6774

7) 2人の担任教師が子どもたちの日常生活態度を観察した印象からも,実験群より対照群の男女関係がよいと判

断していた｡この態度測定値の示す結果と同じである｡
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うところまで高まった (第1蓑,第1

図参照)｡ その意味では,映画による

効果がみられると言える｡

2)けれども,映画群 ･非映画群それぞ

れの3回にわたる調査結果を比較した

第2表 ･第1図からわかるように,吹

画群の男女とも,直後調査の結果に有

意差は認められなかった｡すなわち,

映画を見た直後に映画の効果があらわ

れたとは言えない｡このことか ら,仮

説 Ⅰは検証されなかったのである｡

3)一万,2ケ月後調査の結果では,咲

画群の女子に上昇が見られ,5%レベ

ルの有意差が認められている｡従って,

2ケ月後には映画による効果が消滅す

るだろうという仮説Ⅰとは,逆の結果

が出たことになる｡

このような調査結果が出たことについ

て,以下考察 してみる｡

第 1図 平均尺度値の変化

89

10 考 察

1)仮説 Ⅰについて

映画を見せた直後の調査結果に差が見られなかったことについて,映画の構成やコミュニケ

ーターと関連づけながら,次の3点から考察 してみる｡

第2表 平均尺度値の比較

男 子

平 均 尺 度 値 1.3303 1.4942 1.5092 1.7833 1.5418 1.7503

標 準 偏 差 0.6055 0.6454 0.6447 0.8269 0.8496 0.8797

尺 度 僅 差 0.1639 0.0150 -0.2415 0.2085

t 0.8883 0.0789 2.8479 0.7812

有 意 差 N.S.D. N.S.D. <0.01 N.S.D.

尺 度 値 差 0.1789 -0.0330

t 0.9456 0.1252
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映 画 群

調 査 時 期 事 前 直 後 2ケ月後

非 映 画 群

事 前 直 後 2ケ月後

平 均 尺 度 値 2.02891 2.0695 2.8984 2.53571 2.6942 2.6741

標 準 偏 差 0.8797 0.8476 0.9432 0.8426l o.9568. 0.9250

尺 度 値 差 0.0406 0.8289 0.1585I -0.0201

t 0.1370 2.6956 0.4815 0.0585

有 意 差 N.S.D. <0.05 N.S.D. N.S.D.

尺 度 値 差 0.8695 0.1384

t 2.7797 0.4284

(1) 映画の構成との関係

これは前述のメッセージの性格も関連する問題である｡前述のようにこの映画はドラマ化さ

れた映画であり,全体を通しての最終的な主張としては男女の協力の必要性を説いているもの

の,ドラマの中で男子と女子の気特のちがい ･習慣のちがいなどの限定的な内容を織 り込んだ,

いわゆる制限的メッセージであり,二面的コミュニケーションである｡このような ドラマ化さ

れた問題提示型の映画は,道徳教育用映画によく見られる｡

今日の道徳教育をすすめるとき､｢教師の一方的な教授や単なる徳目の解説に:終ることめな

いよう｣さまざまな教材や場面を利用して指導していくことが大切である｡このために,視聴

覚教材を利用したリアルな指導によって,道徳的態度を形成していくことの必要性も指摘され

ている 〔19〕｡

この立場からドラマ化された映画の利用を考えるとき,その映画は,筋のはこび ･もりあが

り,さらに音楽やその他の演出効果などによって,受け手に強い感動を与えてくれるはたらき

をもっている｡けれども,その感情的興奮も,一定の思想や感情を一面的に一方的に押しつけ

るものになってしまうことに注意しなければならない｡その感動は活字や教師のことばを通し

て訴えられる場合よりも強力なものでありがちなだけに,安易な感情的興奮によって一面的な

立場や考え方を教え込んでしまうのでは,戦争中,戦意高揚に映画を利用したのと同じ結果に

なってしまう.つまり,映像による一方的な徳目教育となり,この意味で形を変えた修身教育

になってしまう危険性がある｡

そこで,道徳教育用の ドラマ化された映画は,そこ'K現実の生活に近い環境があり,その中

でひとりの人間ひとつの生活のなやみ ･喜び ･悲しみ ･怒 りが痛かれている必要があ■る｡そこ

に出てくる人間は,決して理想化された模範的人間でなく,現実の生活の中で苦しんでいる,

矛盾や悩みをかかえた人間でなければならない｡大野 〔13〕はこのような映画を利用して,そ■●●●I■
の映画の中に ｢具体的な人間を発見させる指導｣9)が必要であることを強調している｡

今回の研究で使用した映画 ｢男め子 ･女由子｣は,まさにこうした考え方から作成されてい

9) 傍点は筆者
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る｡従って,映画の中では,子ども達が日常ひき起す身近な事件をとりあげ,その問題の解決

ち,単に模範的な優等児が出てきて結論的な判断をくだすというのではない｡現実の生活の中

で,どこにでもいるようなごく普通の子どもと同じように,いたずらをし悩み考えている,そ

ういう子どもらを措いているのである｡

このことが,この映画を問題提示風の映画にし,二面的コミュニケーションにさせた最大の

理由である10)0

このことが,直後調査の結果に,有意差のあらわれない第1の理由と考えられる｡この点

Papageorgisの研究結果と同じである 〔6〕｡ 前述の ｢教職に対する態度｣に関する研究で用

いた映画は,まさに非制限的メッセージであり,一面的コミュニケーションであり,それ故に

直後の態度変容もはっきりあらわれたものと思われる｡

(2) 映画の題材との関係

前述のように,この映画の内容となっているものは,掃除当番のグループがひき起した男女

の対立事件である｡｢掃除当番などは女のやるべきことだ｣ となまけて帰ってしまうわんぱく

組の行動が,学級児童会で取りあげられ批判されるのが主なストーリーであるが,この種の事

件は,現実の小学校高学年の学校生活ではきわめて日常的なできごとである｡調査の対象 (吹

画群)となった学級では,男女の対立がはげしく,この種の事件は毎日のよう.に見られたとい

う｡つまり,この映画の受け手となった,まさに性的対立期にあったこの子ども達にとっては,

まことに身近な素材であり,ego-involvmentの強い題材であったのである｡

この点,原岡の研究結果 〔17〕と同じく,受け手にとって ego-involvmentが強い故に,

唱導方向に対して自己防衛的な反応を示し,態度が変化しにくい状態になぅたと考えられる｡

ego-involvmentの低い素材であった ｢教職に対する態度｣の場合ときわだった対比を示して

いる｡

(3) コミュニケーターの prestigeとの関係

第3に考えられるのは,コミュニケーターの要田である｡前回の ｢教職に対する態度｣につ

いての研究では,コミュニケーターが受け手の教師であることから高い prestigeや もっていた

のに対して,今回の調査では単に大学の研究者ということで接し,3回にわたる調査時に子ど

もらと接触したのみである｡従って,受け手である子どもたちにとって,それほど高い prestige

を感じさせるコミュニケーターではない｡

前述の Hovland〔3〕や原岡の研究 〔17〕による知見からみても,･prestigeの低いコミュ
ニケーターという点が,直後調査で有意差のあらわれなかった理由のひとつと考えられる｡

2)仮説Ⅰについて

前述の調査結果にあらわれた通 り,映画による態度変容の効果は,直後にあらわれ2ケ月後

に消滅するだろうという仮説Ⅰの予想とは道に,映画群の女子の場合,2ケ月後にその効果が

あらわれ有意差を示した｡すなわち,映画群の女子に delayedactioneffectがあらわれたの

である｡

このことについて,次の3点から考察してみる｡

(1) 映画の構成との関係

前述のように,本研究で用いた映画 ｢男の子 ･女の子｣は,まさしく制限的メッセージであ

10) 本来であれば,この映画は,問題をなげかけ,考えさせ,話し合いをさせるという指導過程の中で利用される
ことを前提としているo
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る｡このため,制限部分 (この'場合,男子と女子には,本来気拝の上のちがいがあるというこ

とを表現した学級児童会での発言など)が,時間の経過とともに忘却され,映画全体を通して

主張されている唱導方向の内容のみが残っていく｡その結果､いわゆる Papageorgisのいう

delayedactioneffectがはたらき,2ケ月後調査結果の女子の尺度値に上昇があらわれたと考

えられる｡その効果がとくに男子よりも1-2年性的成熟の早さを見せる女子の場合に顕著に

あらわれたのであろう｡

(2)一コミュニケーターの prestigeとの関係

前述のよう紅,｢教職に対する一態度｣ の研究の場合と異なって,今回･の研究で映画を提示し

たコミュニケーターの prestjgeは,よ'り低いもので̀あった｡そこで,Hovland〔3〕や原岡
〔17〕の研究にもある通り,時間の経過とともにコミュ､ニケーク-の要素を忘却し,内容のみ

が残っていき,これが直後よりも2ケ月後に効果をあらわすはたらきの-因をなしたとも考え

られる｡Hovland らは,コミiこ.ケーク-の影響によるこの現象を sleepereffectと呼んで

いる｡

(3) 映画のメディア特性との関係

前述の Papageorgisや原岡の研究では,delayedactioneffectが2■～3日から14-15日後

に起こっている.そして Pa'pageorgisの研究によれば,41日後にはもとの意見値にもどって

いる｡この研究結果と ｢教職に対する態度｣についての研究結果から,仮説Ⅰのように,2ケ

月後調査では変容が消滅するだろうと予想した｡けれども,調査結果ではこれとは逆に,映画

群 て女子)の2ケ月後調査で有意な差を生じた｡

これは,どのような理由によるのであろうか｡

PapageorgiSは文章によ■らてメッセージを提示したのに対して,この研究では映画による提

示を行なっている｡つまり,コミュニケーション･メディアとしての言語と映画のちがいであ

る｡

この点を考察するとき,小学校5年生の社会科学習に,映画 ･スライド･レコードの3痩類

の視聴覚教材を利用し,その効果を統制群と比較研究した芋川の論文 〔11〕が参考になる｡す

なわも,芋川は,映画群 ･スライド群 ･レコード群にそれぞれ ｢青果市場｣を教材とした実験

授業を行ない,その効果を統制群と比較している｡その結果,50日後のテストでは,レコード

群や統制群よりも,映画 ･スライドのグループが高い効果を示した｡そして,映画 ･スライド

などの ｢視覚的学習経験は,言語的学習を主と･した聴覚的学習経験よりも安定度が高く,学習

効果が永く持続される｣という結論を導き出した｡つまり,言語による表現よりは,映画によ

る提示の方が記憶の持続度が高いという結果である｡

このことが,文章でメッセージを提示した Papageorgisの研究では,delayedactioneffect

が41日後に消滅し,映画で提示した今回の調査結果では,2ケ月後に効果のあらわれた最大の

理由と考える11)12)｡

ll) 宇川が導き出した結論が,あらゆる教育の場に適用できるか否か問題のあるところであるが,具体的認識を前

提とする社会科や今回のようなドラマによる生活場面の提示のような場合には適用できる結論であろう｡

12) 今回の研究では,児童を対象とした態度変容を問題としたが,子どもらの心的準備状況についてのより多角的

分析,また,delayedactioneffectや sleepereffectについての時間め経過をより細分化したデ⊥タの分析

など,今後の研究上の視点としなければならないと考えている｡
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